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1-1  岩倉の地形分布 1-2  岩倉の風景 1-4 岩倉 ANW 図

1-3 岩倉の地形効果 1-5  保養所の分布と分析

A

B

A 狐坂
岩倉への入り口
急な坂道のため馬の通行が困難だった
みやこ ( 京都 ) と岩倉の境界であり
風景が変わるきっかけでもある
→歩いてわかる、ランドスケープ的効果

B 岩倉盆地
3 方を山に囲まれた盆地地形
守られた空間の中で
人々は病気治療の修行に励んでいた
→無意識下の胎内的感覚

京都岩倉は、その豊かな地形と岩倉川によって農作が盛んな地である。
当時、狐坂の影響で都まで農作物を出荷するのが困難だったため、貴族
が羽伸ばしとして岩倉の農作物を楽しみにきていた。やがて、貴族は岩
倉を逃避行の場所とし、隠し子を預けるようになる。
そこで、大雲寺による「御香水之由来」が起きる。脳病が治ると聞きつ
けた全国の人たちが大雲寺を訪れ、修行をするようになる。
大雲寺を訪れる人が増えると、場所が必要となる。周囲の農家は自主的
に「こもりや」という休憩所を始めた。「こもりや」はやがて介抱人の
いる宿泊施設「茶屋」になり、家族は安心して精神病患者を岩倉にひと
りで預けられるようになった。最終的に下宿場は「保養所」と名前を変
え、多くの精神病患者を預かり、共同生活を過ごした。
この預かりによる家族看護は決して善意だけで成り立っていたわけで
はなかった。農作という不安定な収入源に頼っていた農家に、宿業とい
う安定した収入ができ、農業に就くことができない人にも介抱人という
新しい仕事が与えられたのだ。
この家族看護は約 100 年続き、現在の岩倉病院では精神病の開放医療
が行われている。
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大雲寺参道沿いに保養所が生まれる 岩倉病院を中心に、
半円状に保養所が広がっていく
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1-6  各保養所について

共用
家主

療養部屋

中庭

門

それぞれの保養所は、生活療法が充実していたり、患者と共に家畜を飼育していたり、
女性 / 子供を受け入れる家があったりと、個性があった。
しかし、保養所はそれぞれ外壁で囲われ分断されており保養所同士の繋がりはなかった。

【共用】 

【家主の部屋】

【療養部屋】 

【中庭】
【門 / 入り口】

客間 / 炊事場 / 風呂場など。
門の側に接し、居室と外を繋ぐ
中間領域として設られている。
客間と療養部屋両方に繋がる場
所に位置する。
部屋の奥に連なる。
どの部屋も縁側に接している。
外壁と家の間に庭を内包する。
1 家屋に付き一箇所で管理され
ている。稀に裏口がある。

①城守保養所

・大雲寺に近接
・最初にできた保養所
・下宿所として開業
・一般人も同時に下宿
・患者は自由に生活
・作業療法としての
　洗濯仕事

②今井保養所

・看護人 2 人、看護師
   3 人が共に住む
・岩倉病院との直接の     
　関わりはなし
・旅館として開業
・生活療法は行ってい
　ない
・地域の子が患者に勉
　強を教わっていたと
　いう記録あり

③岡山保養所　

・旅館として開業
・患者数に対して敷地
　面積が大きい
・患者数に対して看護
　人が多い
・詳しい資料、証言は　
　残っていない

④西川保養所

・旅館として開業した
　最後の保養所
・一般人も同時に下宿
・畑作業、川での洗濯
　など作業の場を積極
　的に提供
・下宿所として開業し
　たため、表立った生
　活療法はない ( が、
　同様のことを行って
　いた )

1818 年〜
建 / 敷 - 116/265 坪

患者室 - 10 室
患者数 - 11 人
家族 - 2,1 人
看護人 - 2 人

1882 年〜
建 / 敷 - 212/762 坪

患者室 -18 室
患者数 - 16 人
家族 - 5,3 人
看護人 - 9 人

1892 年〜
建 / 敷 - 124/217 坪

患者室 -24 室
患者数 - 22 人
家族 - 3,1 人
看護人 - 4 人

⑤渡辺保養所

・最初から保養所と名
　乗る＝治療を視野に
　入れた保養所の活動
　の始まり
・女性を中心に発足
・女子棟等の配慮
・豚、鶏、蜂を飼う
・テニスコートを持つ
・早寝早起き等の規則
　正しい生活を行う

⑥村松保養所

・保養所として発足
　( 治療への意識高い )
・児童受け入れを行う
・子供部屋、男性部屋、
　女性部屋で分ける
・週一で医者が訪問
・畑仕事、薪割り、掃除、
水汲みなどの作業療法
・地域の子供と自由に
　遊んでいた。

⑦⑧山本・福井保養所

・二つの保養所を合わ
　せて山本保養所と呼
　んでいた
・山本家 - 福井家は親戚
　関係にあり、互いに
　補っていた。
・福井保養所は 1906
　年に消失した急岩倉
　病院跡地に建てられ
　ている。

⑨⑩梶田・加藤保養所

・旅館として開業した
　最後の保養所
・一般人も同時に下宿
・畑作業、川での洗濯
　など作業の場を積極
　的に提供
・下宿所として開業し
　たため、表立った生
　活療法はない ( が、
　同様のことを行って
　いた )

1929 年〜
建 / 敷 - 73/250 坪

患者室 - 10 室
患者数 - 4 人
家族 - 2,2 人
看護人 - 2 人

1929 年〜
建 / 敷 - 86/480 坪

患者室 -10 室
患者数 - 3 人
家族 - 1,1 人
看護人 - 2 人

1932 年〜
建 / 敷 - 60/150 坪

患者室 - 不明
患者数 - 14 人

家族 - 不明
看護人 - 4 人

1923 年〜
建 / 敷 - 80/240 坪

患者室 - 13 室
患者数 - 19 人
家族 - 3,3 人
看護人 - 4 人

1933 年〜
建 / 敷 - 40/300 坪

患者室 - 不明
患者数 - 6 人
家族 - 不明

看護人 - 3 人

( 図面なし )

1815 年〜
建 / 敷 - 135/300 坪

患者室 - 20 室
患者数 - 27 人
家族 - 4,2,2 人
( 男 , 女 , 子 )

そんなとき、一般家屋で精神病患者を預かりながら生活をしていた村、
京都岩倉に出会った。
本設計は、京都岩倉で起きたことを調査しながら、現代において「私た
ちが共に在る」方法を探っていくものである。
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00    母を失ったわたしたち
 0-1  引きこもるわたし
家から出れない / 睡眠・食事などの生活ができない人たち。うつ病などの精神疾患 , 発達障害 , 自閉症、様々な原因はあれど、その理由は一元的でない。
そして、わたしも、ある日突然家から出られなくなる日が来るかもしれなかった。もはや、私たちに明確な境界線などないのだ。
  現代の時間軸に適応できなくなった人たちに焦点を当てながら、
救う人 / 救われる人という従来の福祉の形ではなく、私たちが共に在るという新しい福祉の形を目指す。

 0-2  家族の解体と解放
家から出れなくなった時、人に会わなくなる、会えなくなる、症状が悪化するというサイクルに陥る。
この時、「家族」という内にある外的要因があれば孤独サイクルから抜け出せることがあるが、ひとりである人たちはこのサイクルから抜け出すことが困難だ。
では、家族のない人たちは孤独であるしかないのか。ジェンダー的役割によって定められた、「家」は解体されるべき時に来ている。

「場所」とはいったいどこから来る感情なのだろうか。家や、故郷への愛着、その胎内感覚が、場所と経験からくるものだとしたら、私たちの中にある母への渇望は。
内山媛理



4-1  地形的アプローチ 

【胎内的感覚】

法華経寺に沿うように現れた谷状地形

台地の上に寺院ができ、 低い場所に住宅が生まれた

【ランドスケープ的境界】

住宅群と寺院群を繋ぐ入り口。曲がり角、高低差と共に風景が変わる

 岩倉の村の成り立ちから考える

岩倉の地形から考える 

大雲寺というコアを中心に保養
所が立ち並んだ。

コアとしての意識が薄れた法華経寺
に変えて、坂の起点に新しくコアを
設計、坂を下った先に住宅群を設計。
コア - 住宅群 - 寺を円環状に繋げて
いく。

（岩倉） （中山 / 設計）

（岩倉） （中山 / 設計）

大雲寺参道沿いに保養所がうま
れる。

地形をきっかけに中山のウラとオモ
テを繋ぐ道を見つける

岩倉病院を中心に、半円状に保
養所が広がっていく。

花き畑を中心に、円状に下宿寮
が広がっていく。

4-2  ネットワークアプローチ 4-3  まつりと花
花き産業のサイクル

中山における花き

墓参り 中山病院へのお見舞い

SITE 千葉県市川市中山
法華経寺が位置する台地の麓に、精神病院の中山病院が存在する。
→ 医療法の制定と共に寺での治療修行が禁止された歴史あり。
　中山に集まった患者を受け入れるため、精神病院が作られた。
→京都岩倉と同じ文脈で作られた土地であり、精神病治療が地域に根付いている。

1 月 1 日 新年祈祷会

2 月 10 日 大荒行満行会

春分の日 彼岸施餓鬼会

秋分の日

4 月 8 日 花まつり

4 月 15 日 千部会

5 月 28 日 太田稲荷大祭

6 月 1 日 宇賀正徳神大祭

彼岸施餓鬼会

6 月 24 日 清正公大祭

7 月 18 日 御蘭盆施餓鬼

10 月 1 日 八大龍王大祭

11 月 1 日 大荒行入行会

11 月 15 日 御会式

12 月 28 日 納めの子育祭

12 月 28 日 おたきあげ

12 月 31 日 除夜祈祷会

中山の年中行事

法華経寺の祭り

【ボイド】
寺院はボイドを生み出し、人々の居場所を作り出している。
中山は「寺ボイド」「病院ボイド」「住宅コロニー」に分けることができ、
それらは地形的に分断されている。

池

病院ボイド

寺ボイド

住宅コロニー

地形的分断

【道】
ボイドとなっている空間にも強い方向性があり、それこそが参道の持つ力
である。

「寺ボイド」と「住宅コロニー」を繋ぐのは一本の坂道だが、裏道のように
寺ボイドに接続する道がいくつか存在する。

参道の集まり

裏からの接続

【建物】
台地にはたくさんの寺が集まり、それに回り込むように谷地に住宅がある。

【ボイド】
池周りのボイドを花き畑とし、その畑のかけらが庭や中庭に埋め込まれて
いく。花き畑ボイドは寺ボイドの文脈を受け継ぎ、人々を受け入れるよう
に振る舞う。

【道】
分断された建物の間を縫うように、奥性をともなった道が引かれていく。
入り込んだ道は血管のように、まちを住宅群内部に引き込んでいく。

【建物】
花き畑を中心に、花き産業のプログラムがまち / 寺に広がっていく花きは
寺と結びつき、まちにハレとケ、四季を与える。
接続点 ： 花屋、雑貨屋、墓地、病院

今

4-4  点、線、面

設計

▽　1/100 模型写真

03  設計アプローチ

04  地形と共に
母なる地形に呼応するように、そっと、群れとしてのいえを設ける。

外の景色と結びついて、へやの中に谷地ができる。

微地形に沿うように、そして微地形を作り出すように置かれたスラブは、「へやに帰る」「まちに出る」という意識を作り出し、
些細な視線のズレによって奥の「へや」は守られる。

髙木家 ( ＋アトリエ / 製作所 )　断面図 1/100

石井家 ( ＋花き畑 )　断面図 1/100

山田家 ( ＋食堂 / 花屋 )　断面図 1/100
佐々木家 ( ＋出荷作業 )　断面図 1/100

へや

ランドリー

アトリエ / 作業部屋 土間

家守のへや

へや

へや

家守のへや

作業部屋

厨房

食堂 

花屋 

へや

作業デッキ

作業部屋



家守のへや

風呂
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作業デッキ

土間
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へや 1
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風呂

ランドリー

風呂

ランドリー

作業部屋
( 厨房裏 )

キッチン

食堂

花屋

キッチン

作業部屋
( アトリエ )

作業テラス

作業デッキ

花き畑
± 0
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-300
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山田家 ( ＋食堂 / 花屋 )

作業部屋

＋ 100

＋ 100-300

土間

06  へや - いえ - まち
へやに居るようにまちを歩き、まちに居るようにいえで暮らす。

へや - いえ - まち、3 つのスケールで考えてみる。
中山の地形と呼応しながら、内なる場所を作り出すと共に、外の世界と接続する「境界」を設計していく。
へやが、いえが、まちが、それぞれの身体スケールを持ちながら私たちの身体の中に刻まれ、
へや - いえ - まちの空間的障壁をが溶け合っていく。

【手が届く範囲のへや】 【足が届く範囲のいえ】 【足を伸ばして届くまち】

→ →

5-1 へや

へやは最も身体に等しい場所である。

例えば、うつ病の症状が激しい日は、1 日を寝たまま
で過ごす事になる。
だらりと寝転がった視線の先に見えるもの、床こそが
最も私たちの身体となるべき場所である。

緩やかな傾斜を持った床スラブは私たちの身体に寄り
添い、広がる地形と呼応して谷を作る。
そうして作られた場所は、うつ病でないあなたの身体
にも寄り添い、母となる。

【初期スケッチ】

外の景色を内包するよう、縁側を引き込みながら、
奥の空間を作る。
カーテンというゆるい境界によって自分の身体空
間を作りながら、様々な空間の選択肢を与える。
部屋のモノ / コトは廊下に溢れ出し、中山の風景
のひとつとなる。

奥に行くにつれ、周囲の斜面と呼応するような坂が現
れる。
この坂によって、へやの中に「外と繋がる谷」が生ま
れる。
部屋に現れた谷状地形は身体化された母性 ( ははせい )
を生み出す。

-200

+200

+600

GL ± 0

5-2  いえ

へやは集まり、いえとなる。

暮らしと共にある仕事として、花き産業の動線を挿入する。まちのように作られたいえは、時と場所にさまざまな選択肢を与える。
住まい手は、うつ病などの精神疾患を抱えた人、上京してきた学生、独り身の成人など。それぞれは個人のまま、場所としての家族を紡ぐ。

【 「家」の解体と再構成 】

個としてのへやが集まる。
家としての意識を産むため、
1 住戸あたりの住人は 4~6 人
とする。

へやに付随するように、場所の
かけらを埋め込む。今回は中山
の花き産業の風景と寺院のもつ
奥性を持ち込む。

産業の作業場を設け、産業を線
で結んでいく。産業の線はひと
つの家を飛び出し、まちの家々
を繋いでいく。

産業動線のひとつ後ろに生活動
線を設ける。生活動線はいえの
外の人から守られる。また、緩
衝領域として、中庭のボイドを
設ける。

いえの精神的中心として家守を
配置。家守のへやからは各へや
が見渡せ、一階部分はいえに開
いて広場となる。

黄色の作業動線がいえといえを結び、その一つ奥に桃色の生活動線が広がる。
いえの単位は 3~6 戸＋家守とし、いえの範囲は道路や街区をまたぐものとする。

街区に沿った XY 軸は、些細な操作で奥性を生み出す。
その姿は中山の寺群の計画と繋がり、中山が紡いできた場所のかたちとして現れていく。

そうしてできたいえは、まちを内包していく。

05  平面計画



→

→

→

中山病院

法華経寺

東京へ →

中山会館

遠壽院

龍王池

鬼子母神堂

池本寺

本妙寺

安世院

高見寺

妙見堂

五重塔

中山大仏
方丈門

寳殿門

清正公堂

宇賀徳正神堂

法華堂

刹堂

八大龍王

日蓮宗大荒行堂

鬼子母神堂

御休み処 

トイレ

須永商店

本光寺

陽雲寺

本妙寺剣道場

赤門

智泉院

安房神社

墓地

墓地

墓地

墓地

祖師堂

古くからの寄棟屋根の住戸が多く存在する中山
で、その家の単位を解体するための手がかりと
して妻の流れに着目。

中山の風景を守りながら、屋根を分解し、その
隙間に道を張り巡らしていく。

法華経寺参道と裏の住宅を繋ぐ坂をこの場所の境界とし、起点の建物を設ける。
坂道の起点は岩倉の狐坂のように母なる場所と外の都市を繋いでいく。

私たちのいえ、そして身体の範囲は円環状に広がっていき、まちを歩くことで自分の居場所を見つけていく。
そして、その経験こそが、場所に愛着と故郷を見出す母なる体験であるのだ。

6-2 屋根のながれ

6-3 居場所としての参道

談話室 図書室

地域テラス B

A

拠点・ 断面図 1/100

中庭

ハレの広場

± 0

　中庭

　中庭

作業デッキ

花屋

地域ライブラリー

図書室

生活支援センター
談話室

＋ 100

-1000

＋ 600

＋ 400

＋ 1100

＋ 900

＋ 1600

地域テラス
＋ 1200

↑寺院に繋がる

まちに繋がる ↑

いえに繋がる↑

B

A

【うえとした】
坂のしたから来る人たちのための場所、坂の上のまちに接続する場所を設け、
それらをデッキ、外部空間が繋ぐ。

【花で繋がる】
坂の下で栽培された花き、制作物を販売する。花は寺院や墓地へ送られ、産業の
線が繋がっていく。産業で結びついた円環は、やがて人々の居場所となっていく。

【地域の集い】
中山では、寺の歴史を伝えるセミナーや地域高齢者の集いが度々開催されている。
近隣の空洞化された中山会館を踏襲し、中山の歴史を伝え、まちの人々が集まれ
る場として地域ライブラリーを設ける。

【ハレを巻き込む】
中庭は裏の空き地と繋がり、遠壽院へと接続していく。空き地は広場となり、祭
りの際にはハレの場となる。ハレとケを内包することで、中山の寺町の振る舞い
を引き込んでいく。

07  円環の中で

【へや】 【いえ】 【まち】

拠点・ 平面図 1/200

　06  まちへ

6-1 坂道の拠点

プログラム / 円環としての平面と地形としての断面は重なり、
計画と感覚の狭間で私たちの居場所を作る。

社会の時間軸につまづいた時、わたしたちの時間と身体は円環状に縮小していく。
その円環の縁をゆっくりと歩いてみる。
あのへやが、あの木の下が、あの境内が、時に私たちを包み込み、記憶と場所は私たちの身体に刻まれる。

柔らかな境界と母なる場所がわたしたちを包み込んだ時、
その円環はゆっくりと拡張していくのだ。


